
 

 

多様な人財を活かしチームで支え合うむらおかこぶし園 

～風通しの良い職場を目指して～ 

社会福祉法人みかたこぶしの里 

特別養護老人ホーム むらおかこぶし園 

          相談員 坂本 恭子氏 

むらおかこぶし園では、職員を「人財」と

呼んでおり、職員は財産と考えている。 

 

施設を取り巻く状況 

職員平均年齢は 49歳で、今後職員も高

齢化が進むと思う。３つの基本理念に基づ

いて業務に当たっている。 

 

 

当施設は香美町村岡区にあり、村岡区の

高齢化率は 45.8％。もとより生産年齢人

口が少ない上に、高校卒業後ほとんどの学

生は進学のため、但馬外に出てしまう現状

がある。そのため、施設開設当初から人財

確保が困難な状況にあった。また、人財確

保の困難さは介護に対するイメージの悪さ

や当施設の知名度の低さも影響していると

思われる。 

 

厳しかった労働環境 

当施設の課題は職場環境にもあった。以

前は介護職員の休憩室はなく、休憩時間も

30分しか取れなかったことがあった。サ

ービス残業で介護記録の作成をしていたこ

ともあり、職員のストレスとなる状況があ

った。 

このような職場環境の課題は当施設に限

らず、全国的に起きていることだと思って

いる。 

 

働きたい・働きやすい労働環境への転換 

介護職に対するネガティブなイメージや

地域的な背景から、新規職員の加入が難し

いめ、在職の職員を大切にして離職をなく

さないといけないと思い、職員の思いを

「不満」ではなく、「意見・提案」として

受けいれ、業務上の課題の把握・整理・対

策を職員みんなで計画・実践することとし

た。 

 

 

実際の課題解決の取り組みを紹介する。 

▽対策１：職員と利用者の介護負担軽減 

ノーリフティングケアの理解と実践を図
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った。取組の内容はスライドの通り。研修

の写真はノーリフティングケアを学んだ職

員が他の職員を指導している。 

 

 

 

▽対策２：介護のイメージアップ作戦 

近隣の小学生や中学生への出前講座を行

うことや村岡高校への就職フェアに参加

し、施設を身近に感じてもらうこと、介護

という仕事を知ってもらう機会にするとと

もに進路選択肢の 1つとなるよう伝えるこ

とに注力した。 

 

 

▽対策３：地域住民との交流 

地域に根ざした施設運営のため、近隣の

保育園や子育て支援センターと定期的な交

流イベントをしている。施設を身近に感じ

た子育て中の母親の雇用に繋がったことも

ある。 

 

 施設を地域の人に身近に感じてもらえる

よう、開かれた施設として地域交流事業を

充実させている。香美町が行う介護予防教

室を施設内で開催し、住民に参加してもら

ったり、地域のイベントに職員が向いたり

することを実施している。 

 

 

 

▽対策４：働きやすさの見える化 

特に力を入れている取組。職員の満足度

アンケートを採っていて、職員の意見から

職場環境の改善に繋げるためのシステム・

仕組み作りを行った。 

業務に関する職員アンケート（無記名自 

由筆記形式）を毎年している。アンケート

で挙がってきた職員の要望に対して、施設

長から回答を行ったり、変更できるものは

即実行している。その他検討が必要なもの

は専門委員で検討改善している。 

このアンケートをきっかけに改善した内

容を示す。 
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▽職員研修の開催方法や記録作成時間を

業務に盛り込むこと、▽利用者のクラブ活

動や行事には介護職員以外の職員も協力す

る体制を構築。介護職員への業務負担を軽

減すること。▽介護職員の休憩部屋や筋ト

レ機器の部屋を施設内に作成。▽降雪が多

い地域のため、気軽に宿泊できる部屋も準

備した。▽時短に繋がる備品の導入（清掃

作業などで使う物等）や間接業務を行う日

時の見直しを行った。 

 

 

▽対策５：幅広い雇用体系の構築 

職員個々のライフスタイルやスキルに合

わせて、幅の広い雇用体系も作り、職員数

も増やしている。 

 

 

▽対策６：ワークライフバランスの充実 

職員有志で同好会活動を立ち上げ、職員

同士の交流も図っている。 

 

 

▽対策７：多職種連携の実現 

多職種連携を促すため５つの行動指針を

大切にしている 

 

▽その他の取組 

気持ちよく働ける職場作りとして、必要

な勤務姿勢を定めてマニュアル化してい

る。身だしなみのマニュアルも作成。制服

を作っていない。華美にならない服装なら

OK。職員の個性を大事にしている。 

勤務シフトの工夫も行っており、急遽職

員の欠勤により、どうしても人手が足りな

いときは、事務室・他ユニット含め全ての

職員でフォローする体制を整えている。 

外国人介護員も導入し、その人が一人前

に働けるようになったため、そのおかげで

超過勤務の削減と年休取得ができるように

もなった。 
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取組の成果：腰痛発症者・休職者が激減 

 働きやすい労働環境を作ることで、腰痛

発症者が減少し、休職者がいない状況とな

った。職員のアンケートから当施設の「強

み」を整理した。これまでの職場改善の取

組の成果が施設の「強み」となってきてい

る実感がある。 
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